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                             ５月１日に田植えをしてから、９月１４日の稲刈りまで田んぼの水の管理・

除草・肥料の施しなどの数々の作業を経てお米ができました。 
                             中小の児童・学校・地域ボランティアの方々の協力の賜物です。 
                          
                            
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
５月１日に田植えをしてから、９月１４日の稲刈りまで田んぼの水の管

理・除草・肥料の施しなど、数々の作業を経てお米ができました。 
                               中小の児童・学校・地域ボランティアの協力の賜物です。 
 
                          

中小の田んぼで育った稲の脱穀をしました。今年は記録的な大雨で水没した被害にもかかわ 

らず、努力の結晶により今年のお米の収穫量は、１３９ｋｇの収穫でした。豪雨による水害で、 

穂まで水を被ってしまった稲だけれど、たくましい実りを届けてくれました。 

 はでがけで逆さまにして、天日で干した稲の一粒一粒に、おいしさがギュッと詰まった中小米 

です。 

今年も、えのき祭でおにぎり弁当にして、みんなでいただきます。 

 

実りの秋！”豪雨にも負けない“ふるさと中地区 

          中小学校長  市村 栄美子 

 この度の豪雨で未曾有の被害が中地区にも起こりました。１１日

朝、学区を巡回したところ、至る所に豪雨の爪跡が残っていました。

床下だけでなく床上まで浸水被害、自家用車・農機具等の被害、収

穫間近の農作物への被害等、大変な状況でした。被害に遭われた地

域の皆様に、心よりお見舞い申し上げます。（明治３５年９月２８

日の暴風雨のため、全校舎漬倒、約１ヶ月間臨時休校という記録が

学校にあります。） 
 ９月１４日（月）に実施した稲刈りの前に、私は、子ども達に次

のような話をしました。「豪雨で稲が水に浸かり見えなくなってし

まいました。みんなで、植えた大切な稲は大丈夫か、とても心配し

ていました。ところが、水が引いた後には、稲がしっかりと立って

いました。暑い夏を越し、丈夫な根をしっかりと張っているからで

す。豪雨にも負けない生命力を感じるとともに、お世話になった

方々への感謝と収穫の喜びをもって稲刈りをしましょう。」 
 ５月１日に田植えをして、１３７日目。地主の松本様、田んぼの

学校の増田様には、水の管理や除草等、大変お世話になりました。

また、当日は、玉野辰夫自治連会長様はじめ地域のボランティア、

保護者の皆様にお手伝いをいただき、無事に稲刈りを終えることが

できました。多くの皆様のご協力に対し、心より感謝申し上げます。 

 

豪 雨 災 害 に 思 う 

  ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会 会長 森田  弘 
 

九月の関東・東北豪雨災害にお見舞い申し上げます。 

我が家の裏の巴波川は、あと１ｍで堤防を越えるまで水量が増えま

した。また、用水路は水が溢れ出し道路に流れ出していました。と

ても恐ろしい思いをしました。中地区においても、床上浸水や車や

農機具などの被害を聞き、鎮痛な思いです。 

 時として自然は私たちの想像を超えて牙を向くことを、今回の豪

雨で改めて身近に感じました。しかし一方では、自然は多くの恵み

をもたらします。農作物の収穫やホタルなどの生物にも自然の恵み

は不可欠です。このところの異常気象も、私たち人間が便利さを追

い求め、自然を大切にしなかったからということも言われていま

す。これを機会に、今一度自然の大切さを考えさせられました。 

 今後も中小の子供たちに、ホタルの活動を通して自然を守ってい

く事の大切さを伝えていきたいと思います。これからもご協力をよ

ろしくお願いいたします。 
 

 無事にできた稲刈り 

                      ３年  

 

９月１４日に稲刈りをしました。増田さんが稲の刈り方を教えてください

ました。その後，みんなで稲刈りをしました。地面がぬかっているか心配で 

  した。 

田んぼに水がたくさん入った

からです。 

でも，無事に稲刈りができて， 

   とても楽しかったです。 

えのき祭にお米が食べられ

るとうれしいです。 

 
 

五七五   ～ 稲刈りが 無事にできたよ よかったな ～ 
  

     はじめてのたうえ 
                １年   
 

はじめてのたうえで，どきどきしました。つちがぐにゃ

ぐにゃしてつめたかったです。さいしょは，じょうずにで                 

きなかったけれど，６

ねんせいがていねいに

おしえてくれたのでた

のしくできました。 

おおきくなるのがた

のしみです。 

 



＝ 編集後記 ＝ 
中小の広報紙編集は、ボランティアの方々や児童達の活動

を皆さんに伝えるために、力を合わせて頑張っていきます。  
これからも「うずまの蛍」をよろしくお願いします。 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   ～ ほたるの折り紙 ～    ～ ホタルンとはいポーズ！ ～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ～ 夜店には行列ができ、瞬く間に完売！ ～       ～ 卒業生からのメッセージ発表の人たち紹介 ～  ～ ほたる籠作り ～ 
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－うずまのほたる－ 広報班 

 
神山 芳典・神山 宜久・田波耕太郎・熊倉 悦雄・荒川 英紀 
安斎 早苗・荒川 日和・      上野 敏晴・金子 弘隆    

 

 

 

６月１２日から、中地区の恒例行事『ほたるを観る会』がありました。式典では、小山市歌斉唱・森田弘『ほたる飛び交

う中地区を目指す運動の会』会長・玉野辰夫自治会連合会長・市村栄美子学校長の主催者あいさつの後、大久保寿夫小山市

長様から祝辞を頂きました。 

そのあと中小６年生のほたる活動実践発表がありました。先輩の研究を受け継ぎさらに新しい取り組みがなされ素晴らし

い発表でした。卒業生がほたるの会発足時の思い出や『ほたる観る会』での体験を発表してくれました。 

各種イベントに保護者や祖父母の皆さんが会場にお出でになり展示物をご覧になったり、ほたるの折り紙づくりをしたり

ほたる篭編みなどに参加しました。 

ほたるを観る会がいつまでも 
続きますように 
      ４年  
                                               

ぼくは，ほたるを観る会に参加し，
改めて中地区のすばらしさを感じま
した。ビオトープで飛んでいるほた
るをみた時の感動は今でも忘れませ
ん。一生懸命に育ててきた人達の心
が一つになったと思いました。ほた
るは，中地区の自慢です。いつまで
もほたるを観る会が続くように守っ
ていきたいです。  

 楽しかったほたるをみる会 
 

２年  
 ほたるをみる会では、体いくかんの中
で６年生のはっぴょうを聞きました。そ
だててきたようすがよく分かりました。
つぎにほたるかご作りやおり紙をしまし
た。ほたるかごはむずかしかったです。
外に出て、ほたるを見ました。とてもき
れいでした。来年もまた見たいです。 

 

今年もほたるが飛

びました。 

イベントで賑わい

ました。 

 

新
井
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と 

五
年 

 
 

十
月
二
日
に
新
井
さ
ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。 

新
井
さ
ん
の
家
に
行
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
エ
サ
は
ニ
ン
ジ

ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
で
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
に
と
っ
て
一
番
よ
い
温
度

は
十
六
度
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

新
井
さ
ん
の
家
へ
行
っ
て
、
ホ
タ
ル
は 

温
度
・
水
質
・
環
境
に
常
に
気
を
配
ら
な 

い
と
い
け
な
い
せ
ん
細
な
生
き
物
だ
と
分 

か
り
ま
し
た
。 

み
ん
な
で
協
力
し
て
う
ず
ま
川
に
ホ
タ 

ル
を
呼
び
戻
し
た
い
で
す
。 

ほ
た
る
の
研
究
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
年 

 
 

う
ず
ま
川
に
ほ
た
る
を
よ
び
戻
そ
う
と
五
年
生
の
こ
ろ
か
ら
研
究

を
し
て
き
ま
し
た
。
初
め
に
ほ
た
る
の
体
の
こ
と
や
成
育
の
こ
と
を

調
べ
ま
し
た
。
六
年
生
か
ら
は
ほ
た
る
の
住
み
や
す
い
環
境
や
カ
ワ

ニ
ナ
の
飼
育
の
こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
六
年
生
の
研

究
は
ぼ
く
た
ち
の
研
究
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

三
学
期
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
草
を
植
え
た

り
、
石
を
入
れ
た
り
し
て
水
を
流
し
た
け
れ
ど
、
一
回
目
は
土
が
く

ず
れ
て
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
は
土
を
多
め
に
し
て
、
や
っ

と
成
功
し
ま
し
た
。
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
幼
虫

を
放
流
し
ま
し
た
。 

六
年
生
に
な
り
、
五
月
に
ほ
た
る
が
と
ん
で
い
る
の
を
確
認
で
き

ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
成
功
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。 

        

こ
れ
ま
で
勉
強
し
た
こ
と
が
役
に
た
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
卒
業

生
や
地
域
の
人
達
が
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、

昔
み
た
い
に
ほ
た
る
が
い
っ
ぱ
い
と
び
か
う
よ
う
に
、
次
の
六
年
生

に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

～ミニビオトープ完成～ 

～ほたるの成育調べ～ 

～ 土入れ ～ 

        「ほたるを観る会」に参加して      中地区自治会連合会 会長 玉野 辰夫 

 

今回初めて「ほたるを観る会」に参加をさせていただきました。子ども達が熱心にほたるについて観察し、飼育してきた成果が研

究発表、展示物から感じ取ることができました。この活動を通して、子ども達が自然の大切さ、人を大切に思う心をやしなっていく

ことと思います大勢の人たちがビオトープのほたるが放つ幻想的な光に歓声をあげ『中地区ほたるを観る会』が、子ども達と地域の

絆を深めていくのを感じ取ることができました。 

ほたるの光はなぜか人の心を和ませ郷愁を誘います。「ほたるの光、窓の雪、文読む月日重ねつつ…」という唱歌がありますが、

この歌のように、いつの日かほたるの光で本が読めるほど、ほたるがたくさん増えるといいですね。 

巴波川にほたるの飛び交う光景が見られるよう地域の皆さんと共にこれからも応援していきたいと思います。 


